
～ 現在に至る 氏名 藤原　剛

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

・ 富士レビオ（株）より委託研究を受託。　テーマ：ハンセン病菌フェノール性糖脂質抗原関
連物質の合 成化学的研究。　ハンセン病の血清診断キットMLPAに用いる合成抗原NT-P-BSAに関
して、合成法の改良および新合成法の開発行った。
・ 外部機関からのELISAやMLPAによる抗PGL-I抗体価の測定依頼に積極的に応じた。
・ 「ハンセン病の早期診断・薬剤耐性・ワクチンに係る新技術の戦略的開発及び発症状況把握
に関する研究」（新興・再興感染症研究事業）に研究協力者として参加した。
・ Immunology Research Division, Department of Medical Research（ミャンマー）のK. N.
Oo博士との間で、ミャンマーにおける抗ハンセン病PGL-I IgM抗体の疫学、特に家族間での抗体
の変化に関する共同研究を行った。
・ S. Buhrer-Sekule博士（Royal Tropical Institute、オランダ）と共同で抗ハンセン病PGL-I
抗体の迅速検査法の開発を行った。

・ 環境論II：　OHPやビデオのどの視聴覚教材をできるだけ多く取り入れて、学生が興味を持ち
やすい講義になるように工夫した。
・ 環境論V：　理論よりも染色の実験を中心にし、環境と色とのかかわりに気づくことができる
ように配慮した。また、希望する学生には補習講義として、講義時間でできなかった染色材料や
生地を用いた染色を行う時間を儲け、さらに興味を深めることができるようにした。
・ 環境論VII、VIII：　現地実習を行う前の練習の時間を多くとり、化学の知識のない学生でも
安心して実習に取り組めるようにした。また、分析結果について討論を行い水質の汚濁防止に関
心を深めることができるように工夫した。
・ 生命科学：　生命倫理について考えるための基盤を与えることを与えることを念頭におい
て、最近の研究の進展と現状、ビデオなどを活用して紹介した。
・ 人間論VIII：　ハンセン病患者のたどった歴史と現状を写真やビデオをできるだけ多く取り
入れて紹介し、偏見や差別の克服について考える時間となるよう努力した。
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取得学位

1975年奈良大学在職期間

合成糖鎖を用いたハンセン病の早期血清診断法の開発、
合成糖鎖を用いた抗原抗体反応の分子機構の解析

京都大学大学院農学研究科農芸化学専攻博士課程単位取得満期退学

京都大学農学博士

糖類の生物有機化学



　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

① Simple and fast
lateral flow
test for
classification
of leprosy
patients and
identification
of contacts with
high risk of
developing
leprosy

共著

① ミャンマーの農村
におけるハンセン
病の疫学調査

共同

② 特異な抗PGL-I抗
体DZ1のキャラク
タリゼーション

単独
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平成15年5月

第45回日本熱帯医病学会
総会口頭発表要旨

「ハンセン病の早期診断・
薬剤耐性・ワクチンに係る
新技術の戦略的開発及び発
症状況把握に関する研究」
平成16年度班会議口頭発表

平成16年9月

平成17年年１月

（その他）

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

ミャンマーバーゴー管区で
の抗PGL-I ELISA検査は高い
抗体陽性率を示したことか
ら、ハンセン病対策は再検
討を要することを示唆し
た。

我々が作成した抗PGL-I抗体
DZ1はPGL-Iの三糖鎖の還元
末端側の二糖を認識すると
いう特異な性質を持つこと
を確定した。DZ1はきわめて
高活性で高安定であり、実
用上の価値が高いことを示
し、精製法についても報告
した。

概　　　　　　　要

講演：「合成抗原NT-P-BSAを用いたハンセン病の血清診断」(津市保健衛生研修会、
平成14年12月、津市）
講演：「世界遺産を通して見る環境問題」（新庄町市民講座、平成15年11月、新庄町）

奈良大学付属幼稚園長（平成11年4月～平成15年3月）
奈良大学入学部長（平成16年４月～平成19年3月）
卓球部顧問

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

NT-P-BSAを用いて現場で短
時間のうちにハンセン病菌
の感染を診断できるキット
（ML-Flow test）を開発し
た。ELISAとの一致率は高
く、機器をまったく必要し
ない簡便なテストであるの
で実用性は非常に高いと考
えられる。

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別


